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論 文 内 容 の 要 旨 
［目 的］ 
 頭位回旋時に椎骨動脈が環椎軸椎部で機械的に圧迫され血流遮断が生じることは以前より知られており、Bow 






 大阪大学医学部附属病院で 1997 年から 2001 年の間に頚部血管超音波検査を施行した 1335 例のうち、同意を得た
上で頭位回旋時の椎骨動脈の血流測定を施行（1324 例）し、かつ脳梗塞急性期や椎骨動脈閉塞例など除外項目に該











者ほど有意に血流遮断陽性率が高く、50 歳未満では 10％、70 歳以上では 3.4％であった。椎骨動脈径は 2.5 mm 未
満の血管では 7.3％、4.0 mm 以上の血管では 0.6％と血管径の細い椎骨動脈ほど血流遮断陽性率が有意に高かった。 
 頭位回旋時に本検査法で椎骨動脈血流遮断を認め霧視が出現する典型例で、脳血管造影検査、経頭蓋超音波ドプラ



























流遮断陽性を頸部血管超音波検査を用いて診断（頸椎 C4-6 レベルの椎骨動脈拡張期末期血流速度が 0 cm/s）した結
果、その頻度は 5.0％と比較的多く、また頭位回旋時血流遮断を来たす要因として、若年者（50 歳以下では 10％）、
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